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  Ａさんは、現在勉強している教育プログラムを『子
どもの育ちに役立てられないか』とボランティア活動
の相談に来られました。 

Ａさんの件は、ある団体と調
整し、すすめていくことになり
ました。しかし、実際はこうし
た「思い」と「実現できる場」
のマッチングは、なかなか難し
いものがあります。 

双方のタイミングが合わないことが多いのですが、
次のような理由も考えられます。 

＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊ 
 

団体は、活動の受け入れにあたり、予定を変更した
り準備などに多くの時間を割きます。それだけでなく、
心がまだ不安定な子どもたちに対して、それが本当に
「良い」プログラムなのか、慎重になるのは当然のこ
とです。 
センターでは、相談に来られた方に「まず、（活動希

望先が）募集しているボランティアの活動内容から始
められてはいかがですか？」とオススメしています。
活動先の雰囲気を知り、スタッフや子どもたちから信
頼を得ていくことが何より大切です。そうした上で、
団体と相談し、自身のプログラムを実施すれば、より
効果的で子どもたちの役に立つことでしょう。 
思いや情熱を大切にしつつ、じっくりと焦らず取り

組むことで、良い活動は生まれていくと思います。（Ｎ） 

※プライバシー保護のため、実際の相談とは若干内容を変更しています。 
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防災訓練を実施しました 
■5月 18 日（金）実施 

■参加者：4団体 70 人、スタッフ 12 人 
地下 2階パントリ-内給湯機から出火を想定し、 
下記の訓練を行いました。 
 
●地下 2階の屋内消火栓を使用した初期消火訓練 
●利用団体を含めた避難訓練 

●火災発生通報から避難人数確認 

までの情報連絡訓練 

・・・・・・・・・・・ 
利用団体にご協力いただき、 

実際を想定した大規模な訓練となりました。当日は子育て

支援団体のほか、現在ケガをされている人にもご参加いた

だきましたが「避難の際はベビーカーはどうするのか？」

「歩けない人を地上までどのようにお連れするのか？」な

ど、たくさんの課題が見つかりました。そしてあらためて

分かったことは「発災時は利用者の皆さんの協力なしでは

乗り切れない」ことです。そのために、適確な指示・避難

誘導ができるように、スタッフは今後も訓練を重ねていく

とともに、「イザ」という時に備えて、今後も利用者の皆さ

んと声を掛け合っていきたいと思います。 

次回は 9月頃に地震を想定した訓練を行う予定です。最後

になりますが、当日ご協力いただきました皆さま、ありがと

うございました。 

■5月よりスタジオの空き状況がホームページ

上(http://www.yokohama-youth.jp)でご覧い

ただけるようになりました。 

 毎週 1回更新します。空き状況は現時点の状

況であり、随時変動しますので、まず、電話

(045-664-6251)にてご確認下さい。 
 
■部屋の利用許可申請書を E-mail でも提出で

きるようになりました。ぜひご利用下さい。 

E-mail：ikusei@yokohama-youth.jp 

※申請書（Word）のダウンロードはＨＰからど

うぞ 

 

馬車道に『太陽の母子像』という彫像があります。 

この像を横目に見ながら出勤している私は常々、「何の目

的で、なぜ馬車道に造ったのだろう？」と疑問を感じてい

ましたが、ついに解明しました。 

 馬車道は、日本のアイスクリーム発祥の地とされており、

発祥記念として設置されたのが、この像とのこと。アイス

クリームの原料であるミルクから、母乳で子どもを育む母

親を連想し、この造形になったそうです。芸術は奥深いで

すね。 

 ちなみに、初めてアイスクリームが製造・販売されたと

いわれる 5月 9 日に、馬車道では毎

年無料でアイスクリームが配られて

います。今年は、東日本大震災の募

金へ協力した方に配られていまし

た。私もおいしくいただきました！                     

（Ｔ-吉田） 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

【料 金】（１コマ） 

青少年 

（～24 才以下） 

育成者・指導者 一般 

平日 日曜・祝日 平日 日曜・祝日 

無料 150 円 200 円 550 円 750 円 

【時間枠】         

平日（月曜～土曜） ①9：00～12：00  ②12：15～15：15  ③15：30～18：30  ④18：45～21：45 

日曜・祝日 ①9：00～12：45  ②13：00～16：45 

 

『ボーイスカウト横浜みなと地区協議会』 
自然体験活動や集団活動を通じて、青少年の 

社会参画を図っています。7月 1 日（日）10 時～ 

12 時に、野島海岸で砂遊び・泥遊びや自然観察を 

します。隊員以外の方も見学可能ですので、 

ぜひ一度遊びにきてください。 

※取材した日は、自然物を使った工作を練習されていました 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

～青少年に向けたメッセージをいただきました～ 

“自然の中でおおいに遊びましょう！” 
   

 

～育成センター利用者さんの活動やインタビューをご紹介します！～ 

   

 

【お申込み/お問い合わせ】※感想や情報をお寄せ下さい。 

横浜市青少年育成センター/ TEL：045-664-6251 FAX:045-664-6254 E-mail:ikusei@yokohama-youth.jp 

 
のご案内 
 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 
12 人収容の研修室です。円形の木目調の落ち着いた

テーブル（3月に新調したばかり）で、対面しながら

小規模の会議、サークル活動など幅広くご利用いただ

けます。 

また、青少年（24 才以下）は無料で利用できますの

で、学習や文化祭などの打合せにもご利用下さい。 

 

 
各部屋の付帯物品以外にもお貸し出ししている物

品があります。ご利用を希望される場合は、受付ま

でお問合せください。 

●デジタルプロジェクター    ●電気ポット 

●CD/MD ラジカセ             ●各種マイク 

●DVD/CD プレーヤー           

●ジョイントマット 

●サーキュレーター（扇風機） 

●可動式ミラー 
 
※数に限りがありますので 
 お早めにお申し出下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用希望日の 2カ月前から予約出来ます。 
 
  うさぎ・いぬ・ぶた・トラ・パンダ 
     1 泊 2 日／1体 1,000 円 
   ※1 泊増えるごとに 500 円加算 
   （当日返却の場合：1,000 円） 

   ●詳しくはお問い合わせください。 


